大阪府教育センター附属研究学校（仮称）の概要
１　大阪府教育センター附属研究学校（仮称）について　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）事業目的・事業概要

教育センター附属研究学校を設置して、教育センターの研究･研修機能と附属研究学校の教育活動とを直結し、一体となって大阪の教育課題を踏まえた実践･研究を展開することにより、教員の指導力の向上を図り、府内全体の教育活動の深化･充実をめざす。

（２）実施対象校

事業の趣旨を踏まえ、教育センターに隣接し、効果的に事業目標の達成を図ることのできる、大和川高校を実施対象校とする。

（３）開校時期

開校は、平成23年４月とする。

２　設置理念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　  　大阪の子どもたちの学力をはじめとした様々な教育課題を踏まえ、教育センター附属研究学校を、大阪の次代を担う人材の育成を念頭に、大阪の教育課題の解決に資する「ナビゲーションスクール」として位置づける。「ナビゲーションスクール」の理念は、以下のとおりである。

理念①　≪大阪の教育を先導する学校≫

理念②　≪生徒の夢や志をはぐくむ教育実践≫　
理念③　≪学力向上を促進する質の高い授業≫

理念④　≪充実した教育環境の構築≫

　　

３　教育課程編成の工夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・「普通科」を基礎として、探究的な学習活動を主とした学校設定教科「探究ナビ」を中核に、専門科目等も効果的に取り入れた新たな教育課程を編成する。

　・学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する教育課程特例校制度を申請し、平成２５年度から学年進行で実施される新学習指導要領の教科・科目を先進的に取入れるなど、「ナビゲーションスクール」として府内の高等学校に対するパイロット的な教育課程を編成する。

　・教科・科目の中核として、人文、社会、自然等の各分野を融合した単元で構成した教科「探究ナビ」を開設し、知識・技能を活用する力、課題を探究する力、協同的に取り組む態度等ｗを育成し進路の実現を図る。

・多様な教育活動をより効果的に展開し、生徒の興味・関心、適性等に基づく進路実現に柔軟
に対応できるよう、各学年の総単位数は３２単位で構成する。

・基礎学力の定着、さらなる学力の伸長及び円滑な実験・実習活動を図るため、少人数・習熟度別授業を推進する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

など
４　入学者選抜について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・前期入学者選抜と同時期に実施。
　・通学区域は、府内全域。

　・選抜の資料は、学力検査（国語、数学、英語）、情報活用力検査、集団討論、調査書とする。
　・期日は、次のとおり。
出願期間：平成23年2月16日（水）及び2月17日（木）

　　　　　学力検査、情報活用力検査：2月23日（水）

　　　　　集団討論：2月24日（木）

　　　合格者発表：3月2日（水）

　・学力検査等の配点は、以下のとおり。

	学力検査
	情報活用力検査
	集団

討論
	調   査   書

	国
	数
	英
	
	
	国
	数
	英
	社
	理
	音
	美
	保体
	技・家

	50
	50
	50
	100
	三段階

評価
	15
	15
	15
	25
	25
	25
	25
	25
	25



・選抜方法は、以下のとおり。











































Step ３


(Ⅰ)群の中で合格が決まっていない者を(Ⅱ)群（ボーダーゾーン）とし、(Ⅱ)群の中から、調査書、情報活用力検査及び集団討論の中で、特に優れたものがある者から募集人員を満たすよう合格者を決定します。





総合点


の上位








「情報活用力検査」


提示された文章や資料から情報を読み取り、文章で要約する問題や資料に対する意見を記述する問題で、検査時間は60分程度





「集団討論」


提示されたテーマに基づき、５人程度のグループで討論、時間は20分程度














受検者








（ボーダーゾーン）





(Ⅱ)


群








Step ２


(Ⅰ)群の中で総合点の高い者から


募集人員の８０％に相当する者を合格とします。





合格





Step 1


　受検者を総合点、つまり


学力検査（50点×３=150点）＋


情報活用力検査（100点）＋


調査書中の評定の合計（195点）　＝　４４５点満点


の高い者から並べ、募集人員の１２０％に相当する者を(Ⅰ)群とします。





(Ⅰ)


群





合　　　格









































